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総合型選抜（自己推薦） 

 

小論文 
【解答時間 90 分】 

 以下の注意事項をよく読んで指示に従うようにしてください。 

指示に従わない場合は、不正行為と見なしますので、注意してください。 

 

1. 解答開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。許可なくこの問題冊子

を開いた場合は、不正行為と見なします。 

2. 解答時間は 90 分です。 

3. 試験問題は、１ページから５ページです。解答開始の合図があった後、問題冊子を確認

し、印刷不鮮明な箇所等があった場合は、直ちに申し出てください。 

4. 解答用紙は２枚あり、問題冊子とは別になっています。解答は指定された解答用紙の

解答欄に横書きで記入してください。 

5. 受験番号、氏名は２枚の解答用紙の所定欄すべてに記入してください。 

6. 問題冊子の余白を下書きに利用しても構いません。 

7. 解答時間中の退出はできません。 

8. 試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。



 

 

第１問 つぎの文章①②を読み、後の問いに答えなさい。 

 

文章① 

 ボランタリー経済の台頭という現実や経済活動における公共的側面への関心の高まりは、

現に社会全体の相互利益、公益が損なわれつつあることへの懸念の逆投映でもある。実際、

「共有地の悲劇」(1)がさまざまな分野で広がっている。協力し合うことの全体的利益がわか

っていても、協力行為が担保されなければ、まずは自己利益のみを追求することが合理的行

動ということになってしまう。市場至上主義がこうした傾向を強めていることは否定でき

ない。 

 ボランタリー経済は「すすんで人の役に立つことをし合って回っていく経済」であるとす

れば、それは経済面から「協力」「相互利益」「助け合い」というコンセプトを浮上させてい

る。「私の利益の追求」のみをインセンティブ⑵とする経済、利己心の全面的な発動を編成原

理とする経済システムへのオルタナティブ⑶という側面をもっている。その可能性は、すで

に述べたように従来型経済発展の限界の露呈、そしてその裏側で進んだサービス経済化、情

報化などの産業構造の変化と人びとのニーズや価値観の変化によって拡大している。 

 ボランタリー経済が明らかにしてくれることをつけ加えれば、（中略）ボランタリー経済

の基礎にあるのは人びとの協力関係であり、具体的には信頼、規範、ネットワークであると

いうことである。先に言及したパットナム⑷らはこれを「社会資本」と呼んでいる（日本で

の誤解を避けるためには「社会関係資源」といったほうがよい）。そしてボランタリー経済

が直接的にこの社会資本に依拠し、また逆にそれを強化するものであるとすれば、もともと

経済活動一般も間接的ではあれ、あるいは濃淡の差はあれ、こうした社会資本を前提として

いることが確認されるはずだ。つまり、すべての経済活動はここでいう社会資本のうえに成

り立っているのであり、ボランタリー経済はそのことを直截に教えてくれる。 

 この「社会資本」を架け橋としてボランタリー経済が指し示していることは公共性問題に

結びつく。いいかえれば、これからの新しい経済社会の展開に欠くべからざる基本的な構成

要素として公共性を焦点化する。しかし、その前に、私から出発して共同の利益、なかんず

く普遍化されたものとしての公共性へと至る論理上の飛躍点はどこにあるのかという問題

がある。それは、「共有地の悲劇」や「囚人のジレンマ」⑸といった社会における「集合行為

のジレンマ」を解くものが「信頼」であるとすれば、個人間の信頼がどのようにして社会的

信頼になるのかという問いである。ふたたびパットナムによれば、それは 1 対１の均衡の

とれた「特定的互酬性」から「一般化された互酬性」への発展による。「一般化された互酬

性」とは、ある時点では一方的あるいは均衡を欠くとしても、いま与えられた便益は将来に

は返礼されるという相互期待をともなう交換の持続的関係のことである。（中略） 

 経済活動の基礎には社会資本があり、それが公共性の培養基⑹であるということが確認で

きよう。（中略） 

要するに、市場経済とボランタリー経済は濃淡の違いや次元の差はあれ、いずれも社会資

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



 

 

本に依拠しており、両者は拮抗しながらも補完的な関係をもっている。というのは、ボラン

タリー経済が増進する社会資本は公正な市場経済を支えるものであるし、「私的利益の追求」

をインセンティブとする企業がボランタリー経済に接近してくる（ボランタリティを生か

す企業行動へ）可能性も高いと考えられるからである。 

 

【出題者注】(1)共有地の悲劇：「コモンズの悲劇」ともいう。牛飼いたちの利用可能な

共有放牧地で、一人一人が最大限の利益をあげようと、より多くの牛を放牧した結果、

最終的には共有地そのものが荒れ果て誰も使用することができなくなり、共倒れして

しまうという寓話に基づいたジレンマのこと。⑵インセンティブ 何かを誘発する刺激。

⑶オルタナティブ 従来とは異なる手法。代替案。⑷パットナム ロバート・パットナ

ム。1940 生まれ。現代の政治学者。⑸囚人のジレンマ 共犯の囚人 2 人が、それぞれ

の取り調べで、司法取引を持ちかけられた際、自分にとって最大限の利益を求めようと

する結果、共犯相手の供述内容が分からないと、目の前に提示された最大の利益ではな

いものの確実に得られる有利な利益を選択せず、合理的な判断を行わなくなるという

ジレンマのこと。⑹培養基 微生物や細菌を培養する際に使用する液体や固形物で、彼

らの生育環境となるもの。 

 

【出典】宮崎徹「ボランタリー経済と公共空間」（坪郷實編『新しい公共空間をつくる

―市民活動の営みから』第 3 章、日本評論社、2003）77-80 頁 

※作問のため一部表記を改め、また、省略した箇所がある。 

 

文章②  

 まず儒教⑴が民衆化していくのは 15 世紀の陽明学⑵が最初で、それが実現していくのは

18 世紀、19 世紀。（中略） 

 その具体的な内容は二つある。一つは清代の宗族⑶、もう一つは秘密結社⑷だ。（中略）清

代に 18 あった大きな宗教秘密結社のうち 16 までが河北⑸を本部としている。河北は基本的

には宗族よりも宗教結社というのです。なぜそうなるかというと、土地が痩せているので人

の流動性が激しく定住性が薄い。流動性の中で結ばれる関係が宗教結社の「義」だ。つまり

非血縁的な関係です。その中の原理は宗族原理と全く同じで、相互扶助だ。但し義によって

結ばれているという点では、いわゆる血縁秩序ではない。 

 一方、江南⑹を中心に広がった宗族制も、日本人がイメージとして持っている血縁の家父

長制とは違っている。中国の宗族というのは姻戚を含むので非血縁的な部分も横つながり

に広げていって、まず県の単位から省の単位にまで広がっていく。実はこれも一種の利益団

体である。但し、利益団体の原理が、片方（結社）は「義」であり、片方（宗族）は「孝」

であるという違いがある。「孝」というのは血縁的心情の集約点ともいえる。 

 しばしば用いられるのは「孝は仁を為す本
もと

なり」という、論語の言葉の拡大解釈だ。つま

著作権保護のため、問題文は公開できません。 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



 

 

り自分の親族に対する愛というのが原点にあって、（中略）厚いところから段々広げていっ

て、最後は人類愛へと広がるという。 

 これは日本的な江戸時代の孝の意識とはやはり違う。だから中国の「孝」を議論するとき

は我々の意識を相対化する必要がある。 

 

【出題者注】⑴儒教 中国発祥の教えの一つ。東アジア全域に広がり、西洋思想にも影

響を及ぼした。 ⑵陽明学 儒教の一学派。15 世紀以後に発祥した新しい学問。⑶宗

族 父系の同族集団のこと。現代日本の核家族をベースとした「親族」とは、その実態

も規模も大きく異にする。⑷結社 主義主張の一致する人々によって作られた団体の

こと。ここでいう「秘密結社」とは反体制結社のこと。⑸河北 中国北方の地域名。黄

河の北側を指す。行政単位である河北省は、北京市や天津市を取り囲む位置関係にある。

⑹江南 中国南方の地域名。長江の南側の地域を指す。 

 

【出典】溝口雄三「発題Ⅱ 中国思想史における公と私」（「発題Ⅱを受けての討論」よ

り抜粋、佐々木毅、金泰昌編『公共哲学Ⅰ 公と私の思想史』東京大学出版会、2001）

78-79 頁 

※作問のため、一部表記を改め、また、省略した箇所がある。 

 

問１ コミュニティ（共同体・地域社会）が円満に形成されるための必要不可欠な要素につ

いて、文章①②の内容をふまえ、あなたの考えを 400 字程度で述べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



 

 

第２問 つぎの文章を読み、後の問いに答えなさい。 

 

 日本の人口が減り始めた。2008 年を境に、ずっと増加してきた日本の総人口が減少に転

じたのである。戦争や災害などの影響ではなく、自然に人口が減るのは日本の歴史上初めて

のことらしい。１億 3000 万人弱まで増えた人口は、増えた速度とほぼ同じペースで減り続

けると予測されている。2050 年には約 9500 万人になるというから 1970 年代と同じくらい

の人口規模になる。2100 年には約 4500 万人、1910 年と同じくらいだ。 

 この 100 年間、日本全体の人口は 3 倍になるまで増え続けてきた。そして次の 100 年間

でまたもとの人口規模に戻っていく。これは地方都市も同じである。少し前までの 100 年

間に日本中の地方都市が人口を急増させてきた。農村部の人口が地方都市に集中したため、

自然増加だけでなく社会増加としての人口流入が激しく起こった。その結果、地方都市の市

街地面積は広がり、商店街も拡大し、鉄道駅周辺が賑わった。 

 ところが最近は地方都市の中心部に元気がなくなっている。人口の自然減に加えて、さら

に大都市へと若者が流出し始めたため、地方都市の若者がどんどん減っているのである。商

店街は空き店舗が多く、シャッターが下りた店舗が並ぶ。若い人が店を継がないため、いま

の主人が店を閉めたら最後というところが多い。 

 戦前までは、日本人口の 8 割が農村部に住んでいた。戦後、緩やかにこれが逆転し、高度

経済成長期には日本人口の 8 割が都市部に住むことになった。当然、中山間離島地域の集

落では人口が激減した。20 世帯以下しか住まない小規模集落のうち、半数以上が 65 歳以上

の高齢者だという限界集落が全国で増加し、いずれ消滅する可能性がある集落は全国で

2600 以上、このうち 420 ほどの集落が今後 10 年以内に消滅する可能性が高いといわれて

いる（国土交通省「国土形成計画策定のための集落の状況に関する現況把握調査最終報告」

平成 19 年による）。それだけではない。昭和 35 年以降これまでの間にすでに約 2000 もの

集落が無人化の末、消滅しているのである。それぞれの集落には独特の文化や伝統があり、

水の取り扱いなどに関する共有のルールが存在した。こうした知見は集落ごとに違ってい

たため、すでに 2000 種類の文化や伝統や地域独特のルールが消滅したことになる。それら

はいずれも記録されることなく、この世に存在しなかったことになってしまった。 

 日本の将来人口について、もう少し詳しく見ておこう。都道府県別の人口推計を眺めると、

どの地域が日本の最先端なのかがよくわかる。2005 年から 2010 年の間に、人口がかなり

減った県は、秋田県、山形県、和歌山県、島根県、山口県、長崎県である。逆に、減ってい

ないか増えているという都道府県は、東京、横浜、名古屋、仙台、博多、神戸など、大都市

を抱えている都県やその周辺の県に多い。それ以外の府県は、この 5 年間に人口が若干減

っているということになる。このとき、日本の最先端を走る都道府県はどこかといえば、考

えようによっては前述の秋田県や島根県などの人口減少先進地だということができる。な

ぜなら、2020 年、2030 年の都道府県別人口予測を見ると、おおむねどの県も人口がかなり

減ることになっているからである。東京や神奈川などは、2020 年になってようやく人口が

著作権保護のため、問題文は公開できません。 



 

 

やや減り始める。そのころになって、小学校の統廃合や商店街の空洞化などを体験すること

になるだろう。しかし、秋田や島根にしてみれば、そんなことはもうすでに 20 年前から体

験していることである。2020 年になって慌てている東京や神奈川に対して、秋田や島根は

人口が減少した先にどんな課題が発生するのか、それをどう乗り越えればいいのかを提示

することができるだろう。人口が減って、小学校が廃校になるとどんな年齢層が地域からい

なくなるのか。さらに減ってガソリンスタンドが閉鎖するとどんなライフスタイルの家族

が地域からいなくなるのか。さらに人口が減って郵便局が地域からなくなるとどんな問題

が起きるのか。こうしたことをすでに 20 年前から経験している人口減少先進県こそが、新

しい時代に対応したライフスタイルや政策を立案することになるだろう。 

 これを市町村ごとに考えるとさらにわかりやすい。人口増加時代の市町村では、常に人口

の将来予測が「50 年後に倍増」とされてきた。5000 人の町は１万人になるし、10 万人の市

は 20 万人になる。100 万人の都市は 200 万人になるわけだから、常に人口が多い都市を見

に行けば、自分たちの将来像がつかめたわけだ。そう考えれば、日本全国で最先端なのは東

京であり、いずれ人口が増え続ければ東京に近づいていくんだから、先進事例を勉強しよう

と思えば東京へ出かけるのが上策だった。ところが、2008 年を境にして、東京自身が気づ

かないうちに東京は先進地ではなくなってしまった。いまや、日本の 6 割以上の市町村は、

50 年後の人口が「倍増」ではなく「半減」すると予測している。10 万人の市は 5 万人にな

るし、1 万人の町は 5000 人の人口になることがわかっている。だからこそ、いま全国の市

町村が求めている情報は、「人口が減っているにもかかわらず楽しそうに暮らしているまち

にはどんな秘密があるのか」、「人口が少ないにもかかわらず住民の満足度が高いまちには

どんなカラクリがあるのか」ということである。これからも人口が増え続ける東京は、世界

都市としてメキシコシティやサンパウロと競い合い、世界に名だたる大都市としての生き

残りをかけて闘えばいいだろう。しかし、そのことは日本のその他の市町村にとってほとん

ど参考にならない。東京の表参道で行われていることを参考にして、地方都市の商店街を活

性化することはかなり難しい。 

 

【出典】山崎亮『コミュニティデザインの時代』中央公論新社、2012 年、33-38 頁 

※作問のため、一部表記を改め、また、省略した箇所がある。図表は省略した。 

 

問1 本文で論じられている人口減少時代の先進県とはどこかを示したうえで、なぜそこ

が先進的と言えるのか、100 字程度で述べてください。 

 

問2 本文を踏まえた上で、現代において「地域づくり」とは何を目標にすべきと考えるか、

あなたの考えを 400 字程度で述べてください。 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 


